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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月23日(2018.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　地上局２０のアンテナ１８は、水平面２２より上方に約３０度の角度αで、データ伝送
１４のデータを伝送および受信する。本発明によれば、角度αは、５度より小さい角度に
はなりえない。角度αが５度未満（主放射方向）のとき、地上局２０のアンテナ１８はデ
ータを伝送および受信しない。電子的ビーム形成によって、航空機１２が移動中、アンテ
ナ１６、１８間に直接接続が存在し、維持されるように、地上のアンテナ１８および飛行
機のアンテナ１６の主放射／受信方向は互いに自動調整される。図１では、航空機１２の
アンテナ１６が、水平面２４より下方に－２０度の角度β（主放射方向）で、データ伝送
１４のデータを伝送している。当該角度αとβは錯角として互いに一致する。航空機１２
が地上局２０の上空を移動する間、電子ビーム制御によって、アンテナ１６、１８のメイ
ンローブと指向特性の自動追跡が実行されて、直接データ接続１４が維持される。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
［態様１］
　航空機（１２）と地上局（２０）との間の空対地通信用の装置であって、
　前記航空機（１２）と前記地上局（２０）はそれぞれ、指向性の無線データ伝送（１４
）用のアンテナ（１６、１８）を備えており、
　前記データ伝送（１４）は６０ＧＨｚから９０ＧＨｚまでの周波数帯で実行され、前記
地上局（２０）のアンテナ（１８）は、水平面（２２）に対して上方向に少なくとも５度
の角度αの範囲でのみ、データを伝送および受信することを特徴とする装置。
［態様２］
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　態様１に記載の装置において、前記地上局（２０）のアンテナ（１６）および前記航空
機（１２）のアンテナ（１６）の指向特性が電子的ビーム形成によって可変であることを
特徴とする装置。
［態様３］
　態様１から２のいずれか一つに記載の装置において、地上の前記アンテナ（１８）のメ
インローブは、垂直軸心を中心として自在に回動可能であり、かつ、５度の前記角度αを
下回らないように水平軸心を中心として回動可能であることを特徴とする装置。
［態様４］
　態様１から３のいずれか一つに記載の装置において、前記航空機（１２）のアンテナ（
１６）のメインローブは、垂直軸心を中心として任意に回動可能であることを特徴とする
装置。
［態様５］
　態様１から４のいずれか一つに記載の装置において、前記航空機（１２）のアンテナ（
１６）のメインローブは、水平面に対して－５度から－９０度の角度βの範囲でのみ回動
可能であることを特徴とする装置。
［態様６］
　態様１から５のいずれか一つに記載の装置において、前記データ伝送（１４）はＥバン
ドでのみ実行されることを特徴とする装置。
［態様７］
　態様１から６のいずれか一つに記載の装置において、前記地上局（２０）のアンテナお
よび前記航空機（１２）のアンテナ（１６）は、それぞれ、ペンシルビームとして電波を
放射するように設計されていることを特徴とする装置。
［態様８］
　態様１から７のいずれか一つに記載の装置において、前記地上局（２０）および前記航
空機（１２）は、前記地上局（２０）および前記航空機（１２）のアンテナ（１６、１８
）間で直接の前記データ伝送（１４）を行うように設計されていることを特徴とする装置
。
［態様９］
　態様１から８のいずれか一つに記載の装置において、前記航空機（１２）および前記地
上局（２０）のアンテナ（１６、１８）はｎ個のセグメントに分割されており、各セグメ
ントは、方位角および／または仰角のそれぞれにおいて３６０度の１／ｎを占める装置。
［態様１０］
　態様１から９のいずれか一つに記載の装置において、前記航空機（１２）が、データ記
憶メモリであって、複数の前記地上局（２０）の地理的位置情報を含むメモリを備えるこ
とを特徴とする装置。
［態様１１］
　態様１から１０のいずれか一つに記載の装置において、三次元地図を作成する中央監視
制御システムをさらに備え、前記三次元地図は、前記中央監視制御システムと無線で通信
を行う複数の前記地上局（２０）および少なくとも一機の前記航空機（１２）の三次元地
図である装置。
［態様１２］
　地上局（２０）と航空機（１２）との間でデータ伝送（１４）を行う方法であって、
　前記地上局（２０）および前記航空機（１２）はそれぞれ、互いに指向性の無線データ
伝送を行うための無線アンテナを備えており、
　前記地上局（２０）は、水平面（２２）に対して少なくとも５度の角度αを下回るとデ
ータを放射せず、
　前記地上局（２０）および前記航空機（１２）のアンテナ（１６、１８）間での前記デ
ータ伝送（１４）を、６０ＧＨｚから９０ＧＨｚまでの周波数帯でのみ実行することを特
徴とする方法。
［態様１３］



(3) JP 2017-523742 A5 2018.5.10

　態様１２に記載の方法において、前記地上局（２０）および前記航空機（１２）は、そ
れぞれ、Ｅバンドにおける前記データ伝送（１４）のために設計されていることを特徴と
する方法。
［態様１４］
　態様１２から１３のいずれか一つに記載の方法において、前記地上局（２０）および／
または前記航空機（１２）のアンテナ（１６、１８）の伝送方向および受信方向は、垂直
軸心を中心として任意に回動可能であることを特徴とする方法。
［態様１５］
　態様１２から１４のいずれか一つに記載の方法において、前記地上局（２０）のアンテ
ナ（１８）の伝送／受信方向は、５度の前記角度αを下回らないように水平軸心を中心と
して回動可能であることを特徴とする方法。
［態様１６］
　態様１２から１５のいずれか一つに記載の方法において、前記航空機（１２）のアンテ
ナ（１６）の伝送および受信方向は、水平面に対して－５度から－９０度の角度βの範囲
でのみ回動可能であることを特徴とする方法。
［態様１７］
　態様１２から１６のいずれか一つに記載の方法において、前記航空機（１２）のアンテ
ナ（１６）と、前記地上局（２０）のアンテナ（１８）との間の前記データ伝送（１４）
を直接実行することを特徴とする方法。
［態様１８］
　態様１２から１７のいずれか一つに記載の方法において、前記航空機（１２）は、前記
地上局（２０）の伝送および受信範囲から離れた後、さらなる地上局であって、その伝送
および受信範囲内に前記航空機（１２）が位置する更なる地上局を自動的に探してコンタ
クトを確立することを特徴とする方法。
［態様１９］
　態様１２から１８のいずれか一つに記載の方法において、前記航空機（１２）および前
記地上局（２０）のアンテナ（１６、１８）はフェーズドアレイアンテナセグメントを備
え、各フェーズドアレイアンテナセグメントは、方位角および／または仰角において３６
０度の１／ｎを占める方法。
［態様２０］
　態様１２から１９のいずれか一つに記載の方法において、前記航空機（１２）は、複数
の前記地上局（２２）の地理的位置が記憶されたデータ記憶メモリを備え、前記航空機（
１２）内の中央監視制御システムが、前記地上局および前記航空機の位置情報を含む地図
を作成する方法。
［態様２１］
　態様１２から２０のいずれか一つに記載の方法において、中央監視制御システムが、複
数の前記地上局（２０）および少なくとも一機の前記航空機（１６）の位置を示す三次元
空域地図を算定し、前記地図に表示された航空機の航空交通を制御するために前記地図を
使用する方法。
［態様２２］
　態様１２から２１のいずれか一つに記載の方法であって、前記航空機（１２）を地上か
ら遠隔制御するために使用される方法。
［態様２３］
　態様１２から２２のいずれか一つに記載の方法において、
　中央監視制御システムに記憶されて頻繁に更新される前記航空機（１２）および前記地
上局（２０）の位置データおよび軌道データを利用することによって、航空機の前記アン
テナ（１６）および／または地上の前記アンテナ（１８）のメインローブを、航空機の前
記アンテナ（１６）または地上の前記アンテナ（１８）のそれぞれの方向に誘導する方法
。
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